
指標による評価結果シート 
 

項目 単位 現状 指標値① 
(主業農家の標準的な水準) 

指標値② 
(主業農家の上位20％の水準) 

評価 

  

米   (8)/(4)×10 kg/10a 495 528 564 

小麦   (9)/(5)×10 kg/10a 421 393 401 

ぶどう   (10)/(6)×10 kg/10a 667 1,103 1,265 

米 (12)/(4)×10 千円/10a 68 112 124 

小麦 (13)/(5)×10 千円/10a 43 27 29 

ぶどう (14)/(6)×10 千円/10a 103 558 795 

全体 (15)/(3)×10 千円/10a 78 138 181 

労働生産性 (16)/(2)×10 円/h 4,611 5,005 8,370 

農業従事者1人 
当たり農業所得 

（20）/(1) 千円/人 1,562 2,759 5,417 

生産単位当たり 
労働時間 

(2)/(7)×10 時間/10a 25 27 16 

売上高材料費比率 (17)/(16)×10 ％ 18 19 15 

農業所得率 (20)/(16)×100 ％ 17.5 38 48 

[現状と目標] 

[技術指標] 

[財務指標] 
項目 単位 現状 望ましい水準 評価 

売上高借入金比率 (25）/(16)×100 ％ 15 0～100 

生産単位当たり 
借入金 

(25)/(3)×10 千円/10a 25 0～130 

生産単位当たり 
農業用固定資産額 

(22)/(3)×10 千円/10a 163 0～130 

自己資本比率 
(27)-（23）/ 
(24)-（23）×100 

％ 83 30～100 

売上高現預金比率 (21)/(16)×100 ％ 48 20～200 

[取組指標] 

A：トップクラスの水準（上位20％内）の項目 

B：平均的な主業農家の経営を上回る水準の項目 

C：平均的な主業農家の経営を下回る水準の項目 

D：算出に必要なデータが把握されていない項目 

目的：「取組指標」、「技術指標」、「財務指標」の３つの指標により、現在の経営状況の評価を行い、経営発展
の方向性と目標達成への道筋を明らかにする。 

＜評価の例＞ 

項目 単位 現状 目標 指標値① 
(主業農家の標準的な水準) 

指標値② 
(主業農家の上位20％の水準) 

2 3  農業従事者数 (1) 人 3 3 

総労働時間 (2) 時間 5,800 5,200 3,092 5,080 

経営耕地面積 (3) a 1,620 1,800 956 2,073 

総売上 (16) 千円 26,743 32,000 14,223 29,939 

総費用 (19) 千円 22,056 25,000 8,718 18,188 

農業所得 (20) 千円 4,687 7,000 5,011 11,093 

単
収 

土
地
生
産
性 

① 優れた取組が
行われている 

② ある程度の取
組は行われて
いる 

③ 取組が行わ
れていない 

現 在 

改善 

1. 目標設定 
4. 農作業記録 
8. 販路確保 
10.資金区分 
12.労働環境 
14.地域活動 

2. 計画立案 
7. 強み把握 
11.財務諸表  

3 評価・改善 
5.  資材調達 
6.  コスト管理 

1年以内 2～3年以内 

13. 福利厚生 

2. 計画立案 
3. 評価・改善 
5. 資材調達 
6. コスト管理 
7. 強み把握 
11.財務諸表 

改善 

改善 

取組継続 

9. 付加価値 
13.福利厚生 

○：望ましい水準の範囲内にある項目 

△：望ましい水準の範囲外にあり、注意を要する項目 

▲：経営と家計の区分がされていない可能性のある項目 

（取組の水準） 

（時間） 

フォーム 
の項目 

計算式 

計算式 

              
※ 

              
※ 

※ 品目別の指標は指標値①が全国平均の値、指標値②が上位20％の都道府県の平均値。畜産に関しては、飼養頭羽数当たりの生産性。 

指標値は、水田作（都府県）経営のもの。 
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